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　　　第11回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　　議　事　次　第

購　㈱52螂月11晒午後2時一4時

場所　　　宇宙開発委員会会講室

議題

（1）宇宙開発計画の早直しについて

（2）その他

資料

委11－1　第1n回宇宙協発委員会く定例会講》議華安旨

委11－2　宇宙開発計画の見直しについて鑓
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宇委1ユー1考

　　　　　　第10回宇宙囲発委員会（定例会議）

　　　　　　　　　　議　事要　・旨

　・1．　日時　　　昭和52年4月27日㈱　’

　　　　　　　　午後2時～4時　二　　　　　　．　　　、

，2場所　箏齢晩委員会三四

　5　議題

　　　（・）昭稿1四病2肺における・妙ト及び人工三皇

　　　　の打上げ結集血ついて　　’

　　　（2）昭和51年度1酌2月：期たおけるロケット及び人工衛星

　　　　の打上げ結果の評価につbて　　　　・

　　一（3）昭和52年度宇宙協発委員会外国技術者招へいスケジユ

　　　　ールについて

　4．資料

　　　委10－1　第9回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨

　　　委10－2　Mr5H一こ1号機実験報告　 一’ @一
’　委稲一5技術四諦星理の打上げ及び追跡管制蘇の

　　　　　　　　　概要　　　　一　　1

　　　委10一．4　昭和51年慶1ん乏月期にお・けるロケット及び

　　　　・　人工催の打上げ結果ρ評価について像γ

　　　委10一一5一昭稲52年度宇宙開発委員会外国技術者招へい

　　　　　　　　　スケジュール　　　　＼∫

　　ζ参考配布）　’．　　　　　　　．．・　　　　　一

　　　　　r力疲の宇宙開発にらいて

　　5　出席者

　　　　一宇宙嗣発委員会委員長代理

　　　　　　4　　　　　委員．

　　　　　　〃　　　．　　　　　　　　　〃

㌧　　　ガ．一－●〃．一

　　　　説明者　　　　　一

　　　　　鯨大学輻航空研究所教授

　　　　　　〃　　　　　　　・　　　〃

　　　　　宇品発騨二三脚長

　　　　　’〃　　　　参事
　　　　　　〃　巳　F　打上げ管制部長

　　　　関係省庁職員等

　　　　　科学二二庁研究調整局長

　　　　．焔省学術鴎局綿官

　　　　　逼産省機械情報産業二次長

　　　　　　　　　　　　　　　一ノ

　　　　気象庁総務部長

　　　　海上保安庁雌課

　　　　郵政省竃波藍理局審議官

　　　　建設省大臣官房技術参事官

　　　　東京大学宇宙航空研究筋
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　郵敷省電波監理局

　　　〃

　宇宙開発事業団

事務局

　科学技衛庁研究調整局宇宙企画課長

　　〃　．　　　　　　宇宙国際課長

6，議事要旨

（1）前回農事要旨

前　田　一則

上野山　　　覚

飯・塚裕久

　
他一
信

栄藤
浦
三
三

　　第9回宇宙開発委員会く定例会誹）議事要旨が確認された。

（2）昭和51年度1～2月期における・ケツ吸ぴ人］三衛星の

　打上げ結果についで

①東：京大学宇宙航空研究所の秋葉錬二郎孕三三琴林友直教

　　授がら資料委10二2に基づいて説明が行われた。

　　事務局から資料委10－5に基づいて説萌が行われたのち、

　以下の質疑応答が行われた。

、八三：　エテロサツトについては取り上げないのか。

網島ご運輸省とエアロサットの接触の現状等について、i委三会で

　　一度ききた（ρ。

事務局…運輔省としては一、エアロサツトにオブザーバとして参加隔

　　しているので特に取り上げる必要はないとのことであった。

　　委員会への現状説明に：ついては運輸省と相談したい・

網島：話し合う時蘭が短いので議事進行がスムースに行ぐように

　　各委員の分担を決める等、何らかの工夫をした方がよい・

斎藤：カナ女のロゲヅト開発につ吟ては、わかり切っているから

　　黄除した方がよい。　　　　　’　　　　　一

　　潮・

●

● ②宇宙醗民団三浦陽騨二四・竹内端夫参事及び
　　村尾忠義打上げ管制都長：から資料委10－3に墓ついて説

　　明が行われた。

（3）脚151鞭1～明期における訪ツ敬μ入琿即
　打上げ結果の評価について

　　鞘局か獲料委10三鷹つい翻明達神たのち・
　原：集どおり決定された。

（4｝昭和52年度宇宙蹴委三会タ掴技釜渚招へいスケジユー’

　ルについて

’●



宇宙開発計画の見直しについて嬢

’昭和52年5月11日

字宙開発委員会
　　　決　　定

　　　　「宇：宙開発計画（昭和51年度決定）」について見直しを行う’
●
　　　ため、昭和52年6月中旬までに下記の事項について調査を行う

　　　こととする6な批記計画嘩蒔肥する糠方針については・

　　　下記の調査を終了したうえで別途定めることとするσ　　　　．
1

●’

　　　　　　　　　　　　，　　　　記

　　　t　昭和5↑年度以降における関係各機関の研究開発¢1進i捗状況ド

⑪21晦。年代騨での緬にらいて師匠鰍の欝

　　　　項（検討の参考とするため要望事項の背景となる長期構想を含

　　　　む。）　　　　　　一　　　　　、　　　　　　　，’　＼　　　　　，

●

＼


